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代 田 中 学 校 

令和５年５月 

５月１０日（水）・11日（木）、２年生が美浜
み は ま

自然
し ぜ ん

の家
いえ

へ出かけました。 

海
うみ

が見
み

えたとき、私
わたし

が乗
の

っていたバスの中では歓声
かんせい

が上
あ

がりました。美

浜自然の家の門
もん

をくぐると、拍手
はくしゅ

が起
お

こり、2年生の期待
き た い

の大
おお

きさを感
かん

じま

した。 

1 日目は、入所式
にゅうしょしき

のあと、ウォークラリーを行
おこな

いました。班
はん

ごとに地図
ち ず

を見ながら、自然の家の周
まわ

りを歩きました。いくつかのチェックポイントで

は先生からお題
だい

が出
だ

され、それらをクリアしないと、2 日目の飯盒
はんごう

炊飯
すいはん

のカ

レーの食材
しょくざい

がもらえないという試練
し れ ん

を乗
の

り越
こ

えながらのウォークラリーで

した。迷
まよ

いに迷ったチームも、時間内
じかんない

には到
とう

着
ちゃく

できました。途中
とちゅう

起
お

こった

トラブルさえも「楽
たの

しかったあ」と報告
ほうこく

してくれる人がたくさんいました。 

夕食後
ゆうしょくご

は、講堂
こうどう

でキャンドルサービスを行
おこな

いました。1本のローソクか

ら、係
かかり

の人に火
ひ

を分
わ

けて、中央
ちゅうおう

のキャンドル台
だい

のローソクにともしまし

た。はじめに、クラス対抗
たいこう

で輪
わ

くぐりを行いました。そのあと、有志
ゆ う し

による

出
だ

し物
もの

が舞台
ぶ た い

で披露
ひ ろ う

されました。最後
さ い ご

には、今年
こ と し

もマイムマイムを踊
おど

り、盛
も

り上がりました。 
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2日目は、朝食後
ちょうしょくご

、地引網
じびきあみ

体験
たいけん

をしました。はじめに、漁師
りょうし

さんから

注意
ちゅうい

事項
じ こ う

を聞
き

きました。その後
ご

、沖
おき

にいる船
ふね

から出ている二本の綱
つな

を、

二手
ふ た て

に分
わ

かれてみんなで引
ひ

きました。海
うみ

に入
はい

っている人もいて、冷
つめ

たい

水の感触
かんしょく

を楽
たの

しんでいるようでした。ゆっくり船が近
ちか

づいてきて、網
あみ

も

狭
せば

まってきましたが、海藻
かいそう

がどっさり入っていて、何
なに

も見えません。漁

師さんが網の中から魚
さかな

を取
と

り出すと、黒鯛
くろだい

やイカ、カレイなどが入って

いたことがわかりました。 

地引網の後は、飯盒
はんごう

炊飯
すいはん

です。カレー班
はん

と、魚班に分かれて作業
さぎょう

に

とりかかりました。魚班は、担当
たんとう

の方
かた

からさばき方のレクチャーを受
う

け、それぞれで魚を選
えら

び、2枚
まい

におろし始
はじ

めました。はじめは、「骨
ほね

が

硬
かた

くて切
き

れない」「うろこがきれいに取
と

れない」などと戸惑
と ま ど

った様子
よ う す

で

したが、何匹
なんびき

もさばくうちに、短
みじか

い時間できれいな切
き

り身
み

にしていけ

るようになりました。 

カレー班は、火
ひ

おこしに苦戦
く せ ん

しました。なかなか火がつかず、時間

ばかりが過
す

ぎていきます。このままでは、食
た

べずに帰
かえ

らなくてはいけ

ないのかと心配
しんぱい

されるほどでした。それでも、どの班もおいしいカレ

ーができあがりました。おろした魚も焼
や

いて味わえました。 

今年の野外活動も、2年生のいいところをたくさん発見
はっけん

することが

できました。「楽
たの

しむところは思
おも

いきり楽しむ、話
はなし

を聞
き

くときはすぐ

静
しず

かになる」そういうことができる学年
がくねん

です。トラブルさえも楽しも

う、そういうところも頼
たの

もしく感
かん

じました。また、困
こま

っている友達
ともだち

が

いたら、すぐ声
こえ

をかけたり、助
たす

けたりすることができます。すすんで

仕
し

事
ごと

を引
ひ

き受
う

ける人もたくさんいました。誰
だれ

かが楽しい野外活動を

用意
よ う い

してくれたわけではありません。２年生みんなで野外活動を

協 力
きょうりょく

してつくりあげていきました。だからこそ、スローガンを達成
たっせい

できたのだと思
おも

いました。 
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